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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 44,56 44,59 +0,03 42,83 +1,76

USD / BRL Spot BRL 2,3178 2,3067 -0,0111 2,3133 -0,0066

USD / JPY Spot JPY 103,27 102,85 -0,42 99,05 +3,80

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 51.165 50.993 -172 52.249 -1.256

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 185,2 184,5 -0,7 204,5 -20,0

Brazil 5yrs Gov. Bond % 12,65 12,53 -0,12 12,31 +0,22

DI Future Jul14（金利先物） % 10,26 10,26 +0,00 10,51 -0,25

3 Months US Dollar Libor % 0,243 0,242 -0,001 0,239 +0,003

CRB Index（国際商品指数） Index 278,9 280,8 +1,9 274,4 +6,4

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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Indicator Unit 12月9日

昨日のドルレアルスポット相場は介入プログラム継続の思惑からレアルじり高となる展開でした。朝方はここ
数日続くレアル高の地合いを受け前日比若干レアル高の２．３１台半ばから始まりました。その後２．３１を
挟んだもみ合いとなりましたが、上院の証言においてトンビニ中銀総裁が改めて介入プログラムの継続を
表明したことからレアルは底堅い動きとなり２．３０台後半へレアル買いとなりました。そのまま終日レアル
高値圏での取引は続き、結局２．３０台後半で引けています。

トンビニ中銀総裁は上院経済委員会で次のように証言しています。「ＣＰＩは下落トレンドに入ったが金融
政策は警戒を続ける必要がある。」「インフレと成長の間にトレードオフはなく、４．５％のインフレターゲットは
達成可能である。」「介入プログラム延長の詳細は来週発表する。」金融政策についてはＣＰＩが落ち着き
ＧＤＰが悪化したにもかかわらず基本的にタカ派の姿勢を崩していません。強い成長を得るために少し高い
インフレを許容するようなことはすべきでないと述べてインフレ目標への収れんを目指すとしていますが、
選挙を控えて市場は懐疑的にならざるを得ないでしょう。また、介入プログラム延長の詳細は来週に発表が
持ち越されました。直近のレアル高地合いを維持できるものになるか注目です。
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